
 

 

 

 

 

 

桃太郎のような人に 

校長 鶴岡 武臣 

全校朝会で、子どもたちに「桃太郎のような人になってほしい。」と話しました。 

桃太郎のお話は、桃太郎が強かったというところにスポットは当たっていません。聞いた人の

心に残るのは、犬と猿とキジをお供にする場面でしょう。 

昔話には、様々な教訓や戒め、願いなどを感じられることがあります。「３匹を仲間にする桃

太郎」という人物像が、当時の人たちにとって「こんな人になってほしい」という一つの理想像

だったような気がするのです。 

 

桃太郎は、なぜ犬と猿とキジをお供にしたのでしょう。山や里には熊やオオカミやイノシシな

ど強そうな動物はたくさんいたはずなのに。 

そもそも犬と猿は「犬猿の仲」という言葉があるくらい、相性のよくない動物とされています。

同じチームに入れたくないですよね。でも、桃太郎は犬も猿も気持ちよく仲間にします。その二

匹を仲間としてまとめていくリーダーシップと包容力をもっていたのでしょう。目を閉じると、

けんかをしている犬と猿の間に入り、お互いの言い分をちゃんと聞いて仲直りをさせる笑顔の

桃太郎が浮かんできます。「一緒に頑張ろう！」という声も聞こえてきます。 

続いてキジの登場ですが、キジと言えば…。「雉も鳴かずば撃たれまい。」という言葉ぐらいし

か浮かんできません。昔の生活でも、獲物として狙われていたでしょうし、どうも、強いという

よりやられてしまう役回りの気がします。これから鬼と戦おうという時に、桃太郎はそのキジを

仲間にするのです。「いいよ。ありがとう。一緒に頑張ろう。」って。どんな相手もちゃんと受け

止めてくれる笑顔の桃太郎が見えてきます。 

桃太郎の周りでは、いつも温かさ優しさが感じられそうです。本当に頼れるリーダーとは、こ

ういう人なのでしょう。昔の人も、「かっこいい人になるには、強いだけではだめなんだ。」とい

うことを子どもたちに伝えたかったのではないでしょうか。 

 

高ヶ坂小学校には、たくさんの子どもたちがいます。そこにはたくさんの個性があり、一人一

人に得意なこと、苦手なことがあります。その大集団が楽しい仲間になるためには、桃太郎のよ

うな温かさが必要です。「いいよ。一緒にやろう。」「ドン

マイ！大丈夫だよ。」そんな言葉をお互いがかけ合えた

ら、みんなが毎日安心して過ごすことができます。 

子どもたちを見ていると、実はもう小さい桃太郎がた

くさんいます。そして、新しい学年がスタートしたばか

りで、「桃太郎魂」を発揮する場面もたくさんあります。

これから、さらにかっこいい姿を見せてくれるだろうと

期待しています。 

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 ３ ０ 日 

町 田 市 立 高 ヶ坂 小 学 校 

校 長   鶴 岡  武 臣 

学 校 だより   ５ 月 号 
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